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表一 1　 沖積世と完新世 との 比 較
1）

沖積層 と洪

積層の 英語

表現

絶

対

年

代

a．6000

a，IOOOO

a，　180〔IO

地　質　 時　 代

井関らの

区　 分

中

主
只手

世

洪

貞琴

世

JNQUAt
の区分

完

新

世

更

新

世

ガ

河

期

後

氷

期

海

面

変

動

ほぼ安定

Om

海

一40m 面

上

昇

一MOm

最低位海面

　 海

面

低

下

沖

積

層

層馴
序

沖積
上部砂層

中部泥層

下部砂層

基匡轢 層

洪

積
層
以

前
の

地

層

不
　

整
　
八
口

　

面

小不整合画

不整合面

零

工NQUA＝国際第四紀研究連含（lnterraしiona且Uni。 n　iuv　QuaL¢ rnar ） Rcs盟 rch ｝

　　　　今 目 の 地質学で は 国際的取 り決 め に よ っ て

A 第・ 紀・ 躓 時代 （約 … 万年前 か ら現在・

　　　で） を更新世 （Pleistocene， 約 200万年前か

ら約 1 万年前ま で） と完新世 （Holocene， 約 1 万年

前か ら現在ま で ） に分け ， それ ぞ れ の 地層 を更新統

（Pleistocene） と完新統 （Holocene ） と呼ぶ こ とが

決め られ て い る 。

　 し か し，日本 の 臨海沖積平野に お い て は，約 1万

年前の 最後 の 低温期海水面（現在 よ り40〜50m 低 い ）

に よ る小不整合面 よ りも，約 1．8万 年前 の 最終氷期

最盛期 の 海水面 （現在 よ り約 140m 低か っ た） に よ

る不整合面 の 方 が第四 系の 区分に ふ さわ しい （表
一

11） 参照） と考 え
， 土 質：IZ学会（1990）の 「土質工 学

標準用語集」 で も こ の 考 え に 基づ く洪積世 （Dilu・

vium ） と沖積世 （AUuvium ）の 定義 を 行 い
， 上記

の更新世 ・完新世と区別 した用語 と し て採用 し て い

る
2）

e

　上述 の よ うに ，
ヨ ー

ロ ッ パ や 北米 と我が国 で の 第

四系の 区分 に違 い を生 じ た理 由は ， 約 1万 年前ま で

氷 に覆われ て い た ヨ ー ロ ッ パ や北米 の 堆積環境 と，

そ うで な か っ た我 が国の 堆積環境 と の 違い に 由来 し

て い る 。

　 しか し ， 我 が国の 軟弱 粘土層 を構成す る沖積粘土

（alluvial 　 clay ）の ほ とん どは Holocene （完新世）

の 粘土 で あ り，
1．8万年 以前 の 堆積 で あ る洪積粘士

（diluVial　 clay ）は Pleistocene（更新世）の 粘土 で あ

る か ら， こ れ らの 土 の 地 質時代を欧米人 に理 解 さ せ

る 英文報告で は，国際的 に通用 しやすい Holocene と

Pleistoceneを用 い て 表現 す る の が よい と考え ら れ る 。
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